
■奈良県第２期スポーツ推進計画 施策体系 取組の方向 担当課 事業名 事業概要(1) 総合型地域スポーツクラブの連携強化 〇スポーツ支援センターの運営 支援センター運営のため会計任用職員を雇用し、総合型クラブの育成・充実を図る〇奈良県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の運営 連絡協議会に負担⾦を拠出するとともに、事務局を運営。加盟クラブへの各種⽀援、交流⼤会の実施、講習会の開催などによりクラブの育成・充実を図る(2) 総合型地域スポーツクラブの活動支援 〇クラブアドバイザーによる巡回指導 クラブアドバイザーによるクラブや市町村の巡回訪問、指導。〇 アシスタントマネジャー養成講習会の開催 クラブの安定的運営に資するマネジメント人材育成のため、講習会を開催〇 総合型地域スポーツクラブのＰＲイベントの実施 連絡協議会において、ショッピングモール等で総合型のPRイベントを実施。また、クラブ紹介冊子を作成・配布。〇コロナ禍での身近な場所での運動推進への支援 コロナ禍で運動機会が制限される中、県⺠の健康な⽣活維持に資するため、総合型が開催するレクリエーション等の費用に対して補助。〇持続可能な活動に向けた新たな仕組みづくり ⾼齢化などにより⾃⽴活動が困難なクラブの増加が⾒込まれる中、共同運営など持続可能な新たな仕組みづくりを検討。(3) 総合型地域スポーツクラブによる学校部活動の受け皿づくり モデル校等での実証実験総合型地域SCを中心とした地域での受け皿づくり(4) 県⺠が参加しスポーツを楽しむイベントの開催 〇ならスポーツフェスティバルの開催 ならスポーツフェスティバル（旧 県⺠体育⼤会）の総合開会式を開催〇飛鳥RUN×２リレーマラソン大会の開催 幅広い世代、⽴場の⼈が参加するリレーマラソン⼤会を開催○健康トレーニング教室等の開催 健康保持増進と体⼒づくりを目的に、様々な年齢層の⼈々が、気軽に参加できるスポーツ教室を開催奥⼤和地域活⼒推進課 〇奥大和スポーツメッカづくり事業の実施 奥⼤和の特⾊を活かしたスポーツのメッカ事業実⾏委員会を⽀援。また、地元プロサッカークラブと連携したサッカー⼤会・合宿、地元交流体験を実施(5) 奈良マラソンの開催 シンボルイベントとしてさらに進化 スポーツ振興課 〇奈良マラソンの開催 満⾜度の⾼いイベントとして進化させるとともに、宿泊・飲⾷、周辺観光、地域との交流に結びつけて地域活性化も図る(1) 幼児期のスポーツ（遊び・運動）の推進 子どもが楽しく体を動かすことができる環境づくり 健康・安全教育課奈良っ⼦はぐくみ課 ○幼児期の運動や遊びに関する研修の実施 幼児期運動指針等に基づく幼稚園や保育所等での外遊びや体操の推進地域で幼児が運動できる環境の整備 公園緑地課 〇まほろば健康パークの機能強化の検討 ニーズの把握や他の既存施設とは異なる付加価値の提供等について検討「奈良県幼児向け運動・スポーツプログラム」の普及 スポーツ振興課 〇幼児向け運動・スポーツプログラムの策定・普及 総合型地域スポーツクラブと連携して幼児向け運動・スポーツプログラムを活用(2) ⼦どもの体⼒向上⽅策の推進 ⼦どもの体⼒向上に向けた取組、体育指導の充実・発展、教員の指導⼒と資質向上 健康・安全教育課 ○外遊び、みんなでチャレンジ︕ 県HPで各学校で子どもが休み時間にチャレンジできる遊びを紹介し、記録を登録・公表地域でのスポーツ参加機会の充実 スポーツ振興課 〇市町村対抗子ども駅伝大会 県内在住の⼩学校５・６年⽣男⼥が参加する市町村対抗⼦ども駅伝⼤会を開催〇トップアスリートとの交流イベントの開催〇子どもたちをプロスポーツ試合等へ観戦招待

総合型地域スポーツクラブの育成・活動充実総合型地域スポーツクラブ間の連携強化 スポーツ振興課スポーツ振興課スポーツ振興課健康・安全教育課スポーツ振興課
　　　だれもが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる環境づくり　　　だれもが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる環境づくり　　　だれもが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる環境づくり　　　だれもが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる環境づくり

〇総合型地域スポーツクラブとの連携事業の実施 総合型と学校との連携のため、モデル地域において学校とクラブの交流事業やクラブの指導者を学校部活動に派遣。
ウエスタン・リーグ公式観戦と出場選⼿（⼜は元プロ野球選⼿）による少年少⼥野球教室を開催スポーツ振興課

季節に応じた魅⼒的なスポーツイベント等の企画・開催
施策

２子どものスポーツの推進
１県民参加型スポーツの推進Ⅰ スポーツ参加の推進（体を動かす）

子どもとアスリートとのふれあいの機会の創出
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取組の方向 担当課 事業名 事業概要(3) 学校部活動の地域スポーツクラブ活動への移⾏ 専門知識を有する地域の⼈材の活⽤ 〇部活指導員配置促進事業 ・中学校に部活動指導員を配置する市町村を補助・県⽴学校に部活動指導員を配置多様な主体と連携した学校部活動及び新たな地域クラブ活動の体制づくり ○地域スポーツクラブ活動体制整備事業 ・休⽇の運動部活動の地域スポーツクラブへの移⾏に関する実証事業地域移⾏に関する⽅針づくり ○地域スポーツクラブ活動体制整備事業【再掲】 ・部活動改革検討委員会の開催・奈良県版「（仮称）部活動地域移⾏の⼿引き」の作成(4) 子どものスポーツ活動環境の充実 地域での様々なスポーツ団体活動の支援 スポーツ振興課 ○後援、表彰によるスポーツ団体活動の支援 ・スポーツ団体事業の後援や表彰によりスポーツ団体活動を支援〇飛鳥RUN×２リレーマラソン大会の開催【再掲】 幅広い世代、⽴場の⼈が参加するリレーマラソン⼤会を開催〇市町村対抗子ども駅伝大会の開催【再掲】 県内在住の⼩学校５・６年⽣男⼥が参加する市町村対抗⼦ども駅伝⼤会を開催(1) 子育て世代、働き盛り世代のスポーツの推進 〇身近にスポーツができる施設の情報発信 県HPやSNSを活用し、スポーツ庁情報ポータルサイト「ここスポ」への情報掲載を促進〇奈良マラソン⼤会の開催【再掲】 満⾜度の⾼いイベントとして進化させるとともに、宿泊・飲⾷、周辺観光、地域との交流に結びつけて地域活性化も図る〇飛鳥RUN×２リレーマラソン大会の開催【再掲】 幅広い世代、⽴場の⼈が参加するリレーマラソン⼤会を開催〇橿原公苑ナイトランの実施 一般ランナーからアスリートを目指す人まで、また、子どもから高齢者まで、誰もが運動・スポーツを楽しむことができる場づくりとして、橿原公苑陸上競技場の夜間無料開放を実施運動・スポーツに取り組むきっかけづくり 健康推進課 ○J世代の健康づくり事業 肥満や運動不⾜等の健康課題の多い世代（J世代）を対象に、事業所等と連携した健康支援及び健康情報を発信スポーツ・運動の情報やコンテンツなどの発信・配信 スポーツ振興課 ○公式YouTubeによる情報発信 奈良県内で開催するスポーツイベント等に関するPR動画やスポーツ振興事業を情報発信(2) ⼥性がスポーツに取り組みやすい環境づくり ⼥性のニーズに応じたスポーツ機会の拡⼤と継続実施の後押し スポーツ振興課 ○奈良県家庭婦⼈バレーボール協議会への活動補助 奈良県家庭婦⼈バレーボール協議会への活動補助⼦連れでも⼥性がスポーツを気軽に楽しめるために必要な設備や機能の充実・情報発信 スポーツ振興課(3) 高齢者のスポーツ推進 健康推進課 〇健康ステーション市町村連携協働事業 健康ステーションの設置に対する市町村補助⻑寿・福祉⼈材確保対策課 〇⾼齢者のスポーツ⽂化交流⼤会（シニア元気フェスタ）の開催 高齢者のスポーツ活動等の「励み」や「発表の場」となる大会を開催スポーツ振興課 ○《新》身近な運動普及啓発事業 運動やスポーツに接する機会の少ない人に対し、身近に実践できる取り組みを啓発(1) 障害福祉課 〇奈良県障害者軽スポーツ⼤会の開催 障害者が気軽に参加できる軽スポーツイベントを開催スポーツ振興課 ○⾞いすバスケットボール体験会等の開催 企業版ふるさと納税による寄付⾦を活⽤し、⾞いすバスケットボール体験会等を開催(2) スポーツに取り組む機会の充実 〇健康教室、障害者スポーツ教室の開催 奈良県⼼⾝障害者福祉センターで、スポーツ・⽂化創造に関わる教室を開催〇奈良県障害者スポーツ⼤会の開催 全国障害者スポーツ大会への出場選手の選考にも繋がる大会を開催○健康ステーション設置促進事業「おでかけ健康法」などの普及啓発 日常生活に「おでかけ健康法」を取り入れていただくため情報発信や啓発

健康・安全教育課それぞれのライフスタイルに応じた多様なイベントの開催 スポーツ振興課
高齢者が運動・スポーツに取り組むきっかけづくり運動習慣の定着、介護予防、サルコペニア（筋肉減弱）やフレイル（虚弱）など健康増進サポート 健康推進課障害者の社会参加の促進及びスポーツに取り組む機会の充実 障害福祉課スポーツを通じた共生社会の実現 障害の有無に関わらず参加できるイベント開催

施策
３生涯スポーツの推進 地域で子どもが家族や友だちと一緒に参加できるスポーツ教室・イベントの開催 スポーツ振興課
４障害者スポーツの推進 2



取組の方向 担当課 事業名 事業概要(3) 障害のある人がスポーツを楽しむことができる環境づくり 総合型SC等での障害者スポーツの取組支援 ○障害者スポーツの支援 身近な地域でスポーツを楽しむことができるよう総合型SCによる障害者スポーツの取り組みを支援身近な地域で、日常的かつ継続的にスポーツができる環境づくり ○奈良県⼼⾝障害者福祉センター運営 障がい者を対象にスポーツ教室や文化教室を定期開催(4) 障害福祉課 〇障害者スポーツ指導員養成講習会の開催 公認障がい者スポーツ指導員の「初級障がい者スポーツ指導員」の資格取得に向けての講習会を開催障害福祉課 〇障害者スポーツボランティア人材バンク・スポーツボランティア登録の運営 ・上記修了者に対して、障害者スポーツボランティア⼈材バンクに登録依頼・市町村等へスポーツボランティアを派遣(1) スポーツ指導者、マネジメント人材の確保、養成 人材の確保、養成、活用に向けた取組の推進 スポーツ振興課 ○スポーツ人材育成勉強会の開催○国体先催県の視察・ヒアリング ・国⺠スポーツ⼤会先催県等におけるスポーツ⼈材育成実施状況等を視察。・スポーツ⼈材育成勉強会を開催し、奈良県のスポーツシーンの⼈材の充実を図るための方針を検討。スポーツ指導者の資質向上 スポーツ振興課 〇スポーツ推進委員協議会の運営 スポーツ推進委員協議会による指導者向け研修等の実施県内⼤学と連携した医療分野の知⾒を備えた人材の育成 スポーツ振興課(2) 障害者スポーツ指導者等の養成【再掲】 障害福祉課 〇障害者スポーツ指導員養成講習会の開催【再掲】 公認障がい者スポーツ指導員の「初級障がい者スポーツ指導員」の資格取得に向けての講習会を開催障害福祉課 〇障害者スポーツボランティア人材バンク・スポーツボランティア登録の運営【再掲】 ・上記修了者に対して、障害者スポーツボランティア⼈材バンクに登録依頼・市町村へスポーツボランティアの派遣等を実施(1) 競技団体を通じた競技⼒の向上 各競技団体等の戦略的な強化活動を⽀援 スポーツ振興課 〇競技団体等の競技⼒向上への⽀援 各競技団体等に対して育成⽀援・指導を⾏う奈良県スポーツ協会に対する事業補助(2) 国⺠スポーツ⼤会・全国障害者スポーツ大会に向けたアスリートの育成 ジュニアタレントの発掘・育成、強化支援 スポーツ振興課 〇《新》トップアスリート・ジュニアアスリート育成（指導者育成事業） 2031年に奈良県で開催される国スポ⼤会や将来国際⼤会で活躍が期待できる、優れた素質を有するジュニアアスリートの発掘・育成国スポ・全スポへの奈良県選⼿団の派遣 スポーツ振興課 〇国⺠体育⼤会への奈良県選⼿団派遣 奈良県選⼿団を派遣する奈良県スポーツ協会に対する事業補助スポーツ医・科学等を活用したサポート体制の整備(3) 競技スポーツの成績優秀者への表彰 〇⼤相撲優勝⼒⼠への知事賞贈呈 ⼤相撲を活⽤した奈良県のPRを⾏うため、千秋楽、幕内最⾼優勝⼒⼠に奈良県知事賞を贈呈〇奈良県スポーツ特別功労賞 オリンピック競技大会及びパラリンピック競技大会等において第三位までに入賞した者並びに同大会等において活躍するなどこれに準ずる業績があると認められる者（県⺠栄誉賞等特段の賞を受賞した者は除く）を知事が表彰広報広聴課 〇県⺠栄誉賞の授与 世界的規模（オリ・パラ）で活躍した者を知事が表彰(4) パラスポーツ選手の発掘・育成 競技性が高い障害者スポーツの選手発掘や練習会 スポーツ振興課 〇パラリンピックタレント発掘事業（水泳） 関⻄広域連合事業。府県単位では強化・育成が難しいアスリート向け練習会を開催パラスポーツ強化に向けた体制整備 スポーツ振興課 ※障害者スポーツ協会と連携して、競技人口拡大や競技団体の整備など(5) アスリートとキッズ・ジュニアの交流を通じた競技⼒の向上 〇プロスポーツとの連携事業（少年少⼥野球教室） ウエスタン・リーグ公式観戦と出場選⼿（⼜は元プロ野球選⼿）による少年少⼥野球教室を開催〇「まってろ︕花園」（ラグビー交流試合）の開催 「全国⾼校ラグビー⼤会」の開催時期にあわせて⼩・中学校を対象とする交流試合等の機会を設けることで、県内のラグビー競技⼒向上のための⼟台強化を図る

スポーツ振興課障害福祉課
障害者スポーツ指導者の養成、指導⼒の向上、派遣【再掲】
スポーツ指導者の養成、指導⼒の向上、派遣

スポーツ振興課
障害者スポーツを支える人材の育成

アスリートと⼦どもたちとの交流を通じた競技⼒の向上 スポーツ振興課成績優秀選手の表彰

施策
２　選手の育成　１人材の育成（コーディネート・マネジメント・指導者）Ⅱ スポーツの推進を支える人材の育成（人を育てる）
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取組の方向 担当課 事業名 事業概要(1) スポーツボランティア等の人材育成 スポーツを「支える」人材の育成・増加 スポーツ振興課 〇スポーツボランティア登録制度の運⽤ スポーツボランティアの登録制度を運⽤し、地域のスポーツ活動やイベント運営に関わる活動を支援(2) 生涯スポーツ功労者等への表彰 地域のスポーツ振興に貢献したスポーツ関係者や団体の表彰 スポーツ振興課 〇奈良県スポーツ特別功労賞【再掲】 オリンピック競技大会及びパラリンピック競技大会等において第三位までに入賞した者並びに同大会等において活躍するなどこれに準ずる業績があると認められる者（県⺠栄誉賞等特段の賞を受賞した者は除く）を知事が表彰(3) 様々な団体が連携したスポーツマネジメント教育の展開 様々な団体が連携したスポーツマネジメント教育の展開 スポーツ振興課(4) アスリートのセカンドキャリア形成の支援 アスリートのセカンドキャリア形成を支援方策の検討 スポーツ振興課 ○《新》アスリート県内定着プログラム アスリート採用企業の発掘調査、県ゆかりのアスリート県内企業就職ニーズの把握(1) 観るスポーツの機会の創出 様々な媒体や機会を通じて積極的な発信 スポーツ振興課 ○SNSや公共の場、様々な媒体をや機会を通じた積極的な情報発信 プロスポーツチーム等の試合や県内スポーツイベント等についてSNSやパブリックビューイングなどを通じて観るスポーツの機会を創出(2) 無関心層等へのスポーツ促進 スポーツへ関わるきっかけづくりと後押し ○《新》運動きっかけ創出事業 運動習慣のない人や運動に興味のない人に体を動かすことの楽しさを知ってもらう幅広い世代をターゲットにした日常の運動習慣の環境づくり(3) ⼭間部での運動実施率の向上 楽しく運動してもらえる施策展開(1) スポーツ団体のガバナンス・コンプライアンスの強化 ガバナンス・コンプライアンスの強化 スポーツ振興課 〇奈良県スポーツ協会補助 県内各スポーツ団体に研修を実施するなど、ガバナンスコード策定を促進総合型地域スポーツクラブのガバナンス強化 スポーツ振興課 〇クラブアドバイザーによる指導・助言 クラブアドバイザーによる助言を等を通じたガバナンス強化(2) スポーツインテグリティの推進 クリーンでフェアなスポーツ推進に向けた意識を醸成 スポーツ振興課 〇奈良県スポーツ協会補助 アンチドーピング教育・啓発事業やハラスメントや暴⼒⾏為の根絶に向けた啓発や相談対応体制の構築１施設・環境の整備 (1) 拠点的なスポーツ・健康づくり施設の整備 公園緑地課 〇「まほろば健康パーク」の機能強化 ニーズの把握や他の既存施設とは異なる付加価値の提供等について検討スポーツ振興課 〇コート整備など明日香庭球場整備 芝の張替えを3年間で実施スポーツ振興課 〇県内スポーツ施設等の現況調査スポーツ施設の防災的機能の強化国スポ後を⾒据えた「スポーツ施設」の整備 国⺠スポーツ⼤会・全国障害者スポーツ大会準備室 〇スポーツ拠点施設等整備推進事業 2031年に開催される本県国スポ・障スポの会場になるとともに、将来にわたり持続的なスポーツの振興、県⺠の健康増進、地域活性化の核となるスポーツ施設の整備について検討、推進(2) ⺠間活⼒の積極的な活⽤の検討・推進 公園緑地課 ○まほろば健康パークの管理・運営 まほろば健康パークの管理・運営等に対し積極的に⺠間活⼒の導⼊を推進スポーツ振興課 〇ネーミングライツを活用した橿原公苑整備（佐藤薬品スタジアム・ジェイテクトアリーナ奈良） 野球場について、ネーミングライツによる命名権料を活⽤し、観戦する⽅やプレーする選⼿の快適性や安全性、利便性を更に向上させ、施設の魅⼒を⾼める

４観るスポーツ・楽しむスポーツの機会創出５健全性・安全性の確保 スポーツ・健康づくりの拠点整備⺠間活⼒の積極的活⽤を検討・推進
○《新》身近な運動普及啓発事業スポーツ振興課 ⼭間部など地理的条件などで運動やスポーツに接する機会の少ない⼈に対し、⾝近に実践できる取り組みを啓発

施策３サポート体制の整備
Ⅲ スポーツに親しめる環境づくり（活動の場をつくる）
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取組の方向 担当課 事業名 事業概要(3) 既存スポーツ施設のファシリティマネジメントの推進 既存施設の機能向上、⻑寿命化の促進 スポーツ振興課 〇県内施設の有効活用 ⽼朽化した施設の計画的な改修・修繕・耐震化ファシリティマネジメントによる持続可能な施設運営、利⽤促進 スポーツ振興課 ○健⺠運動場の整備 昭和41年から46年に、スポーツ施設が不⾜している現状を鑑み、県内市町村に運動場を整備。現在、県内31市町村37カ所に設置(4) 身近な公共施設等の整備・活用 健康・安全教育課 〇小・中学校、高校体育館施設の一般開放健康・安全教育課 〇県⽴学校グラウンド芝⽣化（天然芝２⾼校・３⽀援学校、人工芝２高校）スポーツ振興課 〇奈良県サッカー協会へのフットボールセンター⽤地の貸与○ナイトラン（橿原公苑陸上競技場無料開放）観光分野と連携 スポーツ振興課 ○自然や歴史を活かしたウォーキングやサイクリング等の周遊型観光の推進 県内の資源を活かしたスポーツイベントの開催やスポーツツーリズム推進に一層取り組む(5) スポーツ施設のユニバーサルデザイン化や環境配慮型施設整備の推進 ユニバーサルデザイン化、環境にも配慮した施設の整備・改修等の推進、防災機能の強化(6) だれもが気軽にスポーツにふれることができる環境づくり 身近なオープンスペースの有効活用 健康・安全教育課 〇小・中学校、高校体育館施設の一般開放【再掲】 身近な地域で誰もが気軽にスポーツに取り組める場づくり多様なニーズに対応できるスポーツ環境の検討(1) スポーツイベントや施設情報等関する情報発信⼒の強化 県内外へのスポーツ情報発信⼒の強化 スポーツ振興課 ○情報発信⼒強化 県HPやSNSを活用し、スポーツ庁情報ポータルサイト「ここスポ」への情報掲載を促進(2) デジタル技術を活かしたスポーツDXの推進 先進的な通信技術を活かしたスポーツ・健康づくりの機会創出ニューノーマル社会にも対応したスポーツ施設へのDX導入検討(3) 観光分野と連携したスポーツツーリズムに関する情報の発信 観光分野と連携したスポーツツーリズムに関する情報の発信 スポーツ振興課 ○自然や歴史を活かしたウォーキングやサイクリング等のスポーツツーリズムに関する情報発信 スポーツツーリズムやサイクリング、ウォーキング等周遊型観光３地域交流の促進 (1) プロスポーツチーム等様々な主体と連携した地域との交流の機会づくり スポーツ振興課 〇プロ・トップリーグ等の試合や大会の誘致 バンビシャス奈良や奈良クラブ、ジェイテクトスティングスなどのプロスポーツの試合や大会誘致スポーツ振興課 〇プロスポーツ観戦機会創出（チケット贈呈）スポーツ振興課 〇子どもたちをプロスポーツ試合等へ観戦招待【再掲】 ウエスタン・リーグ公式観戦スポーツ振興課 〇トップアスリートとの交流イベントの開催【再掲】 少年少⼥野球教室を開催(2) スポーツキャンプやスポーツ合宿等の誘致 奥大和地域活力推進課 〇奥大和におけるスポーツメッカづくり（奈良クラブのキャンプ及びサッカースクールの開催） 県内サッカークラブと連携したサッカー合宿等を下北⼭スポーツ公園で実施予定スポーツ振興課公園緑地課 〇スポーツ施設への合宿の誘致

身近な地域で誰もが気軽にスポーツに取り組める場づくり身近な公共施設等の整備・活用
地域を舞台にしたプロスポーツチームの活動、地域との交流トップアスリートとのふれあいを通したスポーツの魅⼒を楽しむ機会の創出スポーツを通じた地域における交流

２情報発信
施策
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取組の方向 担当課 事業名 事業概要(3) スポーツを通じた友好交流の促進 スポーツ振興課 〇⻘少年国際交流事業 次世代を担う⻘少年同⼠のスポーツを通じた交流を実施スポーツ振興課 〇ワールドマスターズゲームズ2027関⻄の開催等を契機とした、継続的な国際交流を促進４地域経済の活性化 (1) ⾃然、地勢、景観等、奈良の特性を活かしたスポーツの推進 奥大和地域活力推進課 〇KoboTrailの開催（南部地域でのトレイルラン） 弘法大師の道トレイルランニング(2) 奈良県の魅⼒資源を活かしたスポーツツーリズムの推進 〇ヒルクライム大台ヶ原 大台ヶ原ドライブウェイを活用したヒルクライムレース〇モバイルグランフォンドin奈良・吉野 県内全⼟をステージとして指定チェックポイントを巡る通年型のサイクリングイベントスポーツ振興課 〇ツアー・オブ・奈良・まほろば 奥⼤和地域（奈良市東部・宇陀・⼭添・曽爾・御杖・東吉野）の地勢を活かしたサイクリングツアーイベント道路マネジメント課 〇⾃転⾞利⽤環境の整備 案内サインの整備や⾃転⾞マップの作成・配布、広域的な周遊観光サイクルルートの整備。(3) スポーツコミッション設⽴に向けた産官学等の連携方策の検討 スポーツコミッション設⽴に向けた検討 スポーツ振興課(1) 国スポ・全スポによるレガシー創出に向けた取組検討 レガシー創出に向けた取組の検討・推進 国⺠スポーツ⼤会・全国障害者スポーツ大会準備室 〇オール奈良県による国スポ・障スポ盛り上げ推進事業 規模の⼩さな町村が多い奈良県において、 2031年国⺠スポーツ⼤会及び全国障害者スポーツ大会に全ての市町村が何らかの形で関わることができるよう、市町村による連携や、地域の魅⼒発信、盛り上げ、持続的なスポーツ振興、健康増進へとつながるようなイベントや取組について、県・市町村担当課によるプロジェクトチームを⽴ち上げ、⼤会までとその後を⾒据えた奈良県独⾃のアクションプランを策定。(2) 国スポ・全スポ開催を契機とした環境整備 両大会に向けた施設整備の推進と持続的なスポーツの振興につながる取組の促進 国⺠スポーツ⼤会・全国障害者スポーツ大会準備室 〇スポーツ拠点施設等整備推進事業 2031年に開催される本県国スポ・障スポの会場になるとともに、将来にわたり持続的なスポーツの振興、県⺠の健康増進、地域活性化の核となるスポーツ施設の整備について検討、推進。
施策 スポーツによる国際的な友好交流の継続（キャンプ地誘致や交流試合、交流イベントの開催など）奈良県の⾃然、歴史等の特性を活かした奈良らしいスポーツイベント開催・発信県内周遊型観光につながるスポーツツーリズムの展開・コンテンツの検討 スポーツ振興課５国スポ・全スポ開催を契機としたスポーツ施策の展開
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